
日本脳炎について喋れと言われたのですが、私は前の講演
の中村先生と同じ石川はしかゼロ作戦委員会の実行委員で、
麻疹の方は中村先生らと色々症例を検討したりしていまして
手を変え品を変えおしゃべり出来るのですが、この日本脳炎
に関しては専門にしている訳ではありません。診断した事も
ありませんし診た事もありません。今問題になっているワク
チンによる急性散在性脳脊髄炎は症例検討会で見聞きした事
はありますが、診断した事も診た事もありません。ただ、日
本脳炎の予防注射が中止になっても、１年後から再開し予防
注射をし続け、小児科医の皆をも一緒に射とうと誘っていた
ので、御指名がかかったものと思います。で麻疹の様に自分
のデータは何も持っていません。感染研のデーターやインタ
ーネット等から得られたデーター、すなわち人のふんどしで
おしゃべりを致します。その為、レジメは通達、報道、論文
等だけにしました。宜しくお願い致します。

まず日本脳炎の基礎知識から

1



これは日本脳炎ウイルスを媒介する小形アカイ
エカであります。

2



宮崎県のＨＰから採ったものですが日本脳炎ウ
イルスを持っている蚊が豚を刺して感染させ、
その豚の血を吸った蚊が他の豚を刺してウイル
スをうつしまた豚を感染させ、時に人をも刺し
て人間にも感染させます。豚は発病しません。
が、人はワクチンなどで抗体を得ている人には
感染させませんが、そうでない人は感染します
。日本脳炎を発症すると２～４割は死亡し半分
は後遺症を残します。予防接種では問題になっ
たＡＤＥＭは２００万に１人程度です。

3



前のスライドにもあったように計算上は、7.5

％に自然感染があり、ワクチン等で抗体がない
と２５人から１０００人に1人発病し、抗体が
あれば200万人に1人発病するとの事です。

4



その日本脳炎の接種体制についてです

スこれは従来の定期接種としてのワクチンのス
ケジュールです。

5



今回、重症のＡＤＥＭ（急性散在性脳脊髄炎）の報
告があって平成１７年５月に積極的接種勧奨の差し
控えの通達が出て、事実上予防接種が中断されたの
ですが、その後の経緯を簡単に示します。この「積
極的接種勧奨の差し控え」とは市町村から接種券の
発送をしないという事だそうです。

７月には３期が１時的ではなく、もう永遠に中止と
言う通達が出ました。

その秋予定していた細胞培養の新しいワクチンがう
まく行かず延期になりました。

種々情報等で接種した方がよいと判断し、翌年５月
から私の所では日本脳炎の接種を再開致しました。

学会やＷＨＯ等での提言もあり、厚労省は８月末に
は接種希望者には接種を断ることができないという
事の通達を出しました。

6



翌年の５月には日本脳炎汚染地域では接種した方が良い
のではないかという事を、厚労省はＱ＆Ａの形で言いだ
し、また各自治体ではワクチンを確保するよう通達が出
しました。

昨年６月から細胞培養ワクチンが出回りましたが積極的
接種勧奨はされませんでした。

本年の３月９日にはストックしてあった旧来のマウス脳
ワクチンは期限切れになりました。

これは現在までの大まかな流れであります。

スライドの順が実際の年の順通りでない所もあります御
容赦下さい。
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日本脳炎の患者数です。

スさて、日本脳炎は昭和30年代までは毎年２
０００例近く発症していまして予防接種の導入
で減少気味になり、昭和51年からは予防接種
法による集団接種、平成元年中山株から北京株
に変更されで年に数人に発症するに至りました
。破線はワクチン事実上中断した年です。
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ス患者数が激減した理由として、①ワクチンの
接種、②環境変化によるものとも言われていま
す。

8



なお、拝借した表等での西暦は出来る限り昭
和・平成といった年号に変換してあります。

ここ１０年のもので平成１７年以降はワクチン
中止以降であります。
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本脳炎を罹患する患者の年齢層です。以前は患
者は老人層と若年層で患者の発生がありました
が、平成４年以降は老人層が主であります。

10



患者の転帰です。死者は少なくなったのですが
、やはり後遺症を残す割合が高いようです。

11



最近の数であります。破線以降はワクチン中止
した以降を示しています。

12



平成一ケタの患者発生地域です。南の方、九州
・四国・中国・そして中部地方で主に発生して
います。

13



平成１５年以降です。三角印以外はワクチン接
種中止以降です。

14



平成１１年以降の全国と石川県の患者報告です
。中止以降の平成１７年に２名県内で老人です
が報告されています。

15



平成２１年度の年齢別中和抗体価です。Ｘ１０
以上が感染防御の価といわれています。老人の
発症しているのは抗体の保有率の低下によるも
のと思われます。０歳の抗体は母胎移行による
ものと思われますが、２才で１０％前後あるの
は感染を受けている性なのでしょうか。

16



これは予防接種率と抗体保有率の関係です。予
防接種率と抗体保有率が逆相関しており、抗体
の保有に予防接種は寄与している事を示してい
ます。

17



日本脳炎ウイルスの汚染つまり豚の感染状況で
あります。

平成６年の豚の抗体陽性率です。秋になると抗
体保有率は高くなりその間に豚は日本脳炎ウイ
ルスに感染を受けている事を示しています。こ
れは屠殺場で、豚から採血されているとの事で
す。豚は６ヶ月で食肉に供されるとのことで、
屠殺される豚の種豚以外は年越しはしないそう
であり、その年に感染している事を表していま
す。この表からは石川県の豚はほとんど日本脳
炎ウイルスを持っている事になります。

18



これは平成１７年から平成２１年のものです。
石川県では平成１９年に２名患者が発生したの
ですが、その年は検査はされていません。北海
道でも日本脳炎ウイルスがいる訳ですが、いま
だ北海道は日本脳炎を定期接種として自治体が
接種していません。自衛隊と同じように最近は
転勤族が多いので北海道もワクチンの接種をし
た方が良いと思われます。
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これは昨年のものです。石川県は５０％以下で
す。前のスライドで示したように年毎の変動が
ありますし、豚の日本脳炎の感染率少なくなっ
てきている訳ではないと思われます。現に感染
した豚はいる訳でありますし、地球温暖化によ
る蚊の発生度合いの影響も受けているでしょう
。なお調査は石川県は数頭の豚でしか検査をし
ていないと聞いております。一方沖縄、東京は
５０頭だそうです。

20



ここで世界に目をやります。

世界地図上の日本脳炎の分布地域です。

21



水色が日本脳炎の分布ですが、赤いのがウェス
トナイル病の分布です。

22



ウェストナイルと日本脳炎ウイルスと近縁の中
で共通抗原があるそうで、ウェストナイルウイ
ルスのワクチンが存在しない状況では、日本脳
炎のワクチンで少しは予防できるとも言われて
います。
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ワクチンの副反応のＡＤＥＭについて

さてワクチンが中止のきっかけになったＡＤＥ
Ｍとは種々の感染症、予防接種の後等に免疫応
答のメカニズムが考えられています。日本脳炎
自体は対症療法しかありませんが、このＡＤＥ
Ｍはほぼ大体ステロイドで治療可能であります
。ＭＲＩで診断しやすくなったそうです。
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このＡＤＥＭは全国調査がなされていまして、
６０％の回収率ですが、２年間に１００名前後
報告され、その１５％にワクチン歴があり、こ
の日本脳炎の予防接種の後のものはその中の
1/4の４名だそうです。

25



このＡＤＥＭで日本脳炎のワクチンによるもの
ではないかと報告されているのが平成１４年か
ら１６年までの３年間で７例ありました。
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その７例であります。因果関係を否定できない
症例であります。今回予防注射の積極的勧奨が
中止なったきっかけは、最後の症例であります
。
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新聞に報道された以上の事は治療内容も含め分
かりません。父親の言葉だそうです。一旦退院
する状態まで回復したそうですが、再燃しレス
に乗る状態になったそうです。現在の状態は分
かりません。
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ここから今回の本筋になります。

その児の症例が平成１７年５月２６日の疾病障害認定審査会でワクチ
ンと因果関係ありと認定され、５月３０日に積極的勧奨を中止すると
いう通達が出され、必要なら副反応の説明後、承諾、同意書にサイン

をして接種しても差し支えないという文言があるにも関わらず、実際
は接種は事実上の中止となり、医療機関からワクチンが回収されまし
た。

この通達はその年の秋頃に予定していた組織培養でのワクチンが出来
上がる予定もあり、厚労省としては早い決断だったのですが、結果と
して早計だったようです。その秋予定の組織培養の新しいワクチンは
①抗体が上昇しすぎる、②接種部位の発赤が強すぎる。・・というこ
とでもう一度やり直しで、認可されるまで５年経かかり、やっと昨年
６月に積極的接種勧奨ではなく希望者が申し出て接種できるようにな

りました。

また、この中止の通達と同時にそれまでワクチン製造に供していたマ
ウスの業者が手を引きもうマウスでのワクチンは作らなくなりました

。
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しかし、養豚農家が多い宮崎県では、そのよう
な通達が出たにもかかわらず、やはり日本脳炎
は怖いので接種した方がよいという風に受け取
らせる通達を県民に出しております。宮崎県は
仙台市などと共に新型インフルエンザの対策等
もそうですが、公衆衛生行政は前向きな対応を
しており、全国の自治体を牽引しています。
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７月２９日には３期の予防接種を廃止すると通
達が出されました。
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すぐさま日本ウイルス学会は日本脳炎汚染地域
にワクチン接種できるよう要望し、また３期予
防接種の中止に反対する声明を出しました。
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９月になると、厚労省のＱ＆Ａで接種機会を逃
した者へは接種再開しても救済はしないという
事を明言しました。
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一方中国・東南アジアでは、中止した前年の暮
ですが、香港で５人の日本脳炎が発生し中国本
土では５０００人の日本脳炎が出て１５７人死
亡していると報道されました。
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中止した年の１０月にはインドで５３４７名日
本脳炎が発生し１１８０名が死亡。ネパールで
は１８７９名発症し２９８名死亡していると厚
労省の検疫所がＷＨＯの情報として出していま
す。
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これは中止前の同年３月のＣＤＣのEmerging 

Infectious Diseaseというインターネット版で
すが、広島県の５７人の無菌性髄膜炎の４人か
ら日本脳炎の遺伝子を検出し、原因不明の無菌
性髄膜炎の一部は日本脳炎ウイルスによるもの
だと報告しています。
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これは平成２０年の Pediatric Infectious

Disease Jounalに載ったペーパーですが、たま
たま私が参加した平成１７年の秋のワクチン学
会で小児科医が報告していました。

NS1という日本脳炎の抗体価を東京の葛飾区の
50人で、経時的に調べたら２人が上昇してお
り、日本脳炎の不顕性感染が示唆され、ワクチ
ンの接種が必要であるというペーパーです。

この共同執筆者の神戸大の小西英二氏は最初の
方の宮崎県のスライド
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で
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今まで述べてきたような日本脳炎ウイルスの日常的感染、疾
患の重大さ、予防接種の意味、治療可能であるＡＤＥＭ、全
国規模の小児科医のメーリングリスト上でのワクチン中止に
対する意見、ワクチン学会での日本脳炎ワクチン中止に対す
る懸念。また、中止前年の７月に開催された「日本脳炎に関
する専門家ヒアリング会議議事録」・・・・などから、私の
所では事実上中止になった翌年平成１８年６月に日本脳炎の
予防注射を再開しました。ワクチンの接種該当者にはカルテ
予防注射歴や母子手帳をみて、機会あるごとに接種を勧めま
した。また保育所や幼稚園の健診でも園の方に接種を勧める
ようもいいました。しかし接種券を福祉健康センターに貰い
に行くように言っても福祉健康センターで「こんな怖いもの
本当に受けるのですか」とか言われ半分以上の児は接種券を
貰えませんでした。スライドのバックは私の所で待合室に掲
示したポスターです。
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話ははずれますが２０年前ＭＭＲの予防注射の
時は、接種の時承諾書にサインしての接種なん
てフェーズ３を税金でしているのと同じという
事で、半年でＭＭＲの予防注射をやめたのです
が、今回は逆で接種しないのはおかしいという
事でこの承諾書にサインをして貰って、接種を
開始しました。
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再開して１ヶ月すると日本小児科学会
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日本小児保健協会がワクチンを接種できるよう
要望し
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ＨＯもPositionPaperで日本向けに日本脳炎ワ
クチンは接種すべしと勧告しました。これは愛
知衛生研究所の磯村先生が和訳してＨＰに出さ
れていたものです。
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８月中国で２３００名罹患し78名が死亡した
との報道もありました。
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それらを受けてかどうか分かりませんが、厚労
省は接種希望者には接種を拒否することはでき
ないと通達を出しました。それまでは全国各地
で接種できない市町村も沢山ありました。金沢
では福祉健康センター毎で温度差があり黙って
接種券発行してくれる所もありましたが、以前
と同じように説明で脅かされ接種券の発行を渋
る福祉健康センターもあり、また同じ福祉健康
センターでも応対する人により温度差があり、
通達は行き届いていませんでした。
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細胞培養のワクチンが遅れるのが判明した９月
には予防接種委員会の委員長が居る三重県の小
児科医会から予防接種を勧める声明やポスター
が出されました。
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ワクチン接種中止後の日本脳炎発生報告です、
平成１７年と平成１８年２００６年度分です。

※印については後で症例提示します。
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平成１９年から平成２１年分です。石川県から
２例報告されています。
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平成１８年の３歳の熊本の症例です。日本小児
科学会雑誌に載っていたので現症をスライドに
しました。現在も重い後遺症を残しているとい
う事です。
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平成１９年１０月２６日の北國新聞です。石川
県で出た日本脳炎の２症例の内、死亡した１例
が報道されました。
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平成２０年即ち昨年８月の熊本の症例ですが本
年１月に報道されました。詳細はこの西日本新
聞の報道以外分かりませんでした。
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スまた中止した翌年に戻りますが、平成１８年
１２月には東京小児科医会も日本脳炎の接種を
勧めるようになりました。大阪小児科医会も同
様な態度をとったと思いますが、探しましたが
インターネット上では削除されているのか確認
できませんでした。
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翌年の平成１９年の岐阜県小児科医会の接種勧
奨のポスターです。
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平成１９年５月には厚労省も柔らかくなりＱ＆
Ａで汚染地域は接種した方が良いような通達を
出し、
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さらに、ワクチンの供給に支障をきたさないよ
う通達を出すに至りました。
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しかし、厚労省は表向き予防接種の勧奨が出来
ないので、蚊に刺されないようポスターを作製
しました。
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これと

57



後日もう一枚出ました。
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平成１９年夏、日本外来小児科学会のＷＳで公
的、私的に集められた予防接種中止翌年平成１
８年の接種率です。１期や追加や２期があり、
母集団は接種対象者もありますし、平年度比較
もあります。金沢市は平成16年度比1.8％の267

名で殆ど私の診療所で接種した数でありました
。集まりに熊本や宮崎の医師は参加していませ
んでした。翌年だったと思いますが長野県の飯
田市では地方自治体として市は動けないので、
医師会が保育所・幼稚園で接種するように広報
活動をしては接種率が例年と同じ位の90%前だ
ったという話を聞いております。
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年度別の年齢別抗体保有状況のスライドであり
ます。予防接種を事実上中断した事により幼児
の日本脳炎の抗体保有率は下がってきました。
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昨年６月やっと細胞培養ワクチンが出回りまし
たが２期には接種できません。また２社のうち
１社からしか供給できず、ワクチンが不足して
いるので積極的接種勧奨はされませんでした。
接種したい人は接種券を保健所に取りに行く事
が継続されていました。
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時を同じくして、金沢医科大の竹上勉教授らの
かほく市、宝達志水市で捕まえた小形アカイエ
カの２～３割に日本脳炎ウイルスを保持してい
るとの研究を紹介したアクタスがワクチン再開
した時に発行され、ワクチンを接種への後押し
になりました。
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63

さて、新しい細胞由来の日本脳炎ワクチンです。軽
微なもの重症なものの副反応が報告されています。



64

その中の重篤な副反応の症例です。１例で問題のＡ
ＤＥＭが報告されています。



ここからは通達が出される前段階の委員会のお
話です。１月１５日に開かれた「日本脳炎に関
する小委員会」では日本脳炎ワクチンの積極的
な勧奨を再開する事だけが決まりました。
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1月２７日には、１期の標準年齢に対する積極
的な勧奨すなわち接種券の発送を４月から再開
することが決まりました。２期の接種でブース
ターがかかる事か判明してから、２期の新しい
ワクチンの接種を決めるという事なのですが、
他に方法がない様に思えるのですが・・・
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２月９日の委員会では基礎免疫がない人で接種
機会を逃した人に対する救済を４月５月のワク
チン消費量―４月５月の接種率―で７月に決め
る様と追う事になりました。
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３月１５日に予防接種部会が開催されましたが
、小委員会のまとめ以上の新しい事は決まって
いません。ただこれらはそのように諮問するこ
とが決まっただけで決定ではありませんし、以
前通達で救済はしないと明言しているのでどう
なるか、通達が出るまではわかりません。
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現在の日本脳炎ワクチンの置かれている状況であります。

① １期標準接種年齢の児に積極的接種勧奨を実際何月から
するのか？ま たその年齢は

② ２期の定期予防接種として認めるのか？ またいつから
？

③ 接種機会を逃した者に対する救済をするのか？、１期
は？ ２期は？いつから？ どのように？

④ ３期の見直しをするのか？

⑤ 細胞培養乾燥ワクチンは副反応が軽減しているのか？

以上日本脳炎の予防注射が中断してから今までの状況をお話
ししました。石川はしかゼロ作戦委員会の渡部でありました
。
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